










要約:離乳食指導として現在指針とされている「離乳の基本」が発表された当時に比較し

て、近年は有職女性の増加や少子化現象などの家族内容の変化・電子調理器具の普及・外

食産業の発展やベビーフードの販売増加などに象徴される食生活環境の変化などの“社会

的変化”に加えて、離乳食を作る当事者である母親の調理能力や食意識・食知識の変化(低

下?)が指摘されている。さらに育児情報の氾濫やアレルギー性疾患患者・患児の増加など、

“母親と子供自体の変化”も大きい。こうした状況下で、離乳食に対する母親自身の意識

や知識を把握し、より適切な離乳食の指導方法を検討することは意義深い。本年度は、既

存文献の中から、「離乳食に対する母親自身の意識や知識」のこれまでの動向を把握し、

次年度の調査の作成準備を行った。


